
ミーティング要約: 2024 基幹研修 #4 (2024/11/08)  

 

  

要点  

  

群馬 MHSW の基幹研修に関する会議が開催され、研修の運営、内容、会計報告などについて議論が行われ

た。来年度の研修会の日程や会場、講師陣の更新、オンライン申し込みシステムの導入などの課題が検

討された。参加者からのフィードバックを基に、研修内容の改善点や今後の運営方針について意見交換

が行われ、次回の会議日程が決定された。  

  

次のステップ  

  

• 富澤 洋平: 受託協会用のモニタリングシートを作成し、提出する。  

• 富澤 洋平: 実施報告書を作成する。  

• 富澤 洋平: 次回理事会用の報告書を作成する。  

• 群馬 MHSW 事務局: 構成員向けのハガキを印刷し、郵送する。  

• 全メンバー: 来年度の基幹研修一の講師候補を検討する。  

• 全メンバー: 2024 年 6 月 27 日（金）19 時 30 分からの Zoom で初回打ち合わせに参加する。  

• 全メンバー: 受講者の声や異業種からの参加者のニーズを考慮し、来年度の研修内容を検討する。  

 

 

要約  

  

富澤 洋平のフィードバック  

富澤 洋平は講師として緊張したことを反省し、アンケート結果から内容が難しかったという意見があ

ったことを報告する。参加者たちは富澤 洋平の感想に対してフィードバックを提供し、今後の改善点

について議論する。会議の後半では、他の参加者も意見を共有するが、具体的な内容や決定事項は明確

ではない。  

  

研修運営の課題と改善  

研修の運営について議論が行われ、参加者数が 42 名で、80 人定員に対して少なめだったが運営しやす

い規模だったことが報告される。横浜での開催によるキャンセルや、テキスト申し込みの確認作業の負

担が指摘される。富澤 洋平と群馬 MHSW 事務局が中心となり、事前打ち合わせや役割分担、受付業務な

どの運営面での課題や改善点について意見交換を行う。  

  

群馬 mhsw 第 5回打ち合わせ  

群馬 MHSW の第 5 回打ち合わせ会議が開催され、会議の回数と日程の確認が行われた。会計報告では、

総収入が 498,044円、総支出が 472,282円で、最終的に 25,762円のプラスとなったことが報告された。

今回の会計では、懇親会費を全体の会計に含めるなど、前年とは異なる処理が行われたことが説明され

た。  

  

研修の講師選定と演習  

研修の内容について議論が行われ、講師選定や演習の工夫点が話し合われる。富澤洋平氏は教科書に沿

った講義の難しさを指摘し、横澤岳志氏は教科書にこだわりすぎない柔軟な approach の重要性を強調

する。演習では、参加者の豊富な経験が活かされ、グループディスカッションが活発に行われたことが

報告される。  

  

群馬県研修開催の可能性  

群馬県での研修開催について、横澤岳志氏が定期的な開催の必要性と関東甲信越地域での輪番制の可能

性を提案する。群馬県 原島久美子氏は、北関東開催後に南関東の募集を行うことを要望し、キャンセ

ル問題について言及する。事務局は受講決定通知の遅延や未着による問題を報告し、対応策を検討する

必要性を示唆する。  



  

群馬 mhsw基幹研修  

群馬 MHSW の基幹研修について、オンライン申し込みシステムの導入や日本協会による申し込み管理の

可能性が議論される。富澤洋平がモニタリングシートと実施報告書の作成を担当し、小林拓人が初参加

者として研修内容のバランスの難しさを指摘する。研修の申し込み者数は35名、受講決定者数は30名、

終了者数は 32 名であることが報告される。  

  

来年研修会の暫定計画  

来年度の研修会について議論が行われ、2024 年 11 月 15日（土曜日）に開催することが暫定的に決定さ

れる。会場については、前橋市や社会福祉協議会の施設が候補として挙げられ、予約の都合上、初回の

打ち合わせを 7月頃に設定することが提案される。横澤岳志氏と中嶋淑子氏が会場予約の期限について

確認し、準備に余裕を持たせるため、早めの計画立案の重要性が強調される。  

  

群馬 mhsw 委員会の会議  

群馬 MHSW の委員会は、次回の会議を 6 月 27 日（金）19 時 30 分から Zoom で開催することを決定する。

委員会メンバーは来年度も継続することが確認され、メンバーの変更がある場合は代わりの人を立てる

ことが合意される。期間研修二が無事に終了し、受講者からの評価は概ね良好だったことが報告される。  

  

基幹研修講師陣の更新  

基幹研修の講師陣の更新について議論が行われ、次世代の講師を育成する必要性が確認される。群馬

MHSW 事務局は、講師の選定基準が柔軟になったことを説明し、運営委員会が適切な人材を推薦すること

が望ましいとされる。中嶋淑子と神尾は、受講者の多様化に応じて講師陣も変化させる必要性を指摘し、

来年度以降の課題として受講者のニーズを把握するためのアンケート実施が提案される。 

 

来年は基幹研修Ⅰを実施予定。 

日程は令和 7 年 11 月 15日（土）1日開催で予定。 

初回打ち合わせは 6月 27 日（金）19：30～（ZOOM） 


